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10・11月号

手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
、
各
地
区
大
会
の
運

営
に
あ
た
ら
れ
た
当
番
市
町
村
関

係
者
の
皆
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
各
地
区
大
会
の
成
績
に
つ
い
て

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
毎
年
恒
例
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
、
十
月
二
日
（
日
）
の
県

央
地
区
大
会
を
皮
切
り
に
県
内
六

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

厳
し
い
環
境
の
な
か
、
更
に
は
昨

年
に
引
き
続
く
猛
暑
の
中
で
訓
練

に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
各
チ
ー
ム
選

　
平
成
二
十
四
年
十
月
七
日
に
東

京
都
江
東
区
有
明
の
東
京
都
臨
海

広
域
防
災
公
園
で
開
催
予
定
の

「
第
二
十
三
回
全
国
消
防
操
法
大

会
」
に
出
場
す
る
本
県
代
表
チ
ー

ム
を
決
め
る
た
め
、
十
一
月
十
九

日
（
土
）、
茨
城
県
立
消
防
学
校

に
お
い
て
代
表
選
考
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
選
考
会
に
は
、
県
内
六
地

区
で
開
催
し
た
「
第
六
十
二
回
茨

城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」
の

な
か
で
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

で
優
勝
し
た
五
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
朝
七
時
の
開
門
を
待
ち
か
ね

第
六
十
二
回
　茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
地
区
大
会
開
催

阿
見
町
消
防
団
が
優
勝 

☆
全
国
大
会
へ

第
二
十
三
回
　全
国
消
防
操
法
大
会

茨
城
県
代
表
選
考
会
を
開
催

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

10／2県央地区大会での操法競技

見事な操法を披露

門脇消防団総括団長の説明

参加者全員による記念撮影

那珂市大内直明選手による選手宣誓

た
各
チ
ー
ム
の
応
援
団
の
バ
ス
や

ト
ラ
ッ
ク
が
続
々
到
着
し
、
次
々

　
競
技
を
開
始
す
る
頃
に
は
小
雨

に
な
り
、
最
後
の
チ
ー
ム
の
操
法

が
終
わ
り
ま
で
は
何
と
か
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
各
地
区

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
だ
け

あ
っ
て
、
甲
乙
付
け
が
た
い
白
熱

し
た
素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ

れ
、
応
援
席
か
ら
も
惜
し
み
な
い

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
阿
見
町
消
防
団
が
激

戦
を
制
し
て
優
勝
し
、
全
国
大
会

と
化
し
、
人
気
も
な
く
生
活
感
の

ま
っ
た
く
な
い
地
区
、
数
百
の
水

産
加
工
場
が
並
ぶ
石
巻
港
の
沿
岸

地
域
で
は
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
今

で
も
満
潮
時
に
は
海
水
が
入
り
込

み
水
没
す
る
地
域
も
あ
る
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
石
巻
市
の
門
脇
地
区
で

は
、
門
脇
小
学
校
を
含
む
周
辺
の

住
宅
二
百
戸
余
り
が
火
災
と
な

防
団
長
及
び
副
団
長
二
十
二
名
の

会
員
と
県
消
防
協
会
専
務
理
事
、

事
務
局
二
名
の
総
勢
二
十
五
名
に

よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
あ
る
、
宮
城
県
の
東
松
島
町
及

び
石
巻
市
の
被
災
地
視
察
研
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
被
災
地
の
視
察
研
修
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
東
松
島
町
で
は
町
の

災
害
担
当
職
員
が
、
石
巻
市
に
つ

い
て
も
市
の
災
害
担
当
職
員
と
と

も
に
門
脇
消
防
団
総
括
団
長
自
ら

案
内
役
を
し
て
い
た
だ
き
、
実
際

の
体
験
談
を
も
と
に
貴
重
な
説
明

と
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
瓦
礫
の
除
去
が
幾
分
進
ん
だ
被

災
地
で
は
あ
り
ま
す
が
、
津
波
の

爪
痕
が
今
だ
手
付
か
ず
い
た
る
と

こ
ろ
に
津
波
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

お
り
、
住
宅
が
建
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
場
所
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
土
台
だ
け
が
残
り
雑
草
の
生
い

茂
っ
た
光
景
が
点
在
す
る
な
か
、

地
区
に
よ
っ
て
は
全
域
が
被
災
し

て
家
は
建
っ
て
い
る
も
の
の
廃
墟

第62回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会結果
平成23年10月23日

地区名 日　時 開　催　場　所 出場
チーム数

出場
選手数 優勝チーム 総得点

所要時間 構成市町村数
1線 2線 当番市町村

県北  10/9㈰
8:30

高萩市石滝2490
元茨城県立高萩工業高等学校

8 48 常陸大宮市 344.0 62 73 ７市１町１村
高萩市8 40 那珂市 176.0 49 ―

県央  10/2㈰
9:00

茨城町長岡4068
茨城県立消防学校

9 54 大洗町 326.5 55 64 ３市３町
小美玉市3 15 城里町（七会支団） 119.0 55 ―

鹿行 10/16㈰
9:00

行方市山田3064
行方市北浦第二グランド駐車場

5 30 潮来市 327.0 61 69 ５市
行方市5 25 行方市 170.5 52 ―

県南
南部

10/23㈰
9:00

稲敷市須賀津208
稲敷市桜川庁舎駐車場

5 30 取手市 349.0 56 69 ５市３町１村
利根町8 40 阿見町 175.0 46 ―

県南 
北部

10/23㈰
8:30

つくば市和台地内
つくば市北部工業団地内緑地

11 66 つくば市（筑波支団） 357.0 53 65 ５市
つくばみらい市3 15 石岡市 160.0 50 ―

県西 10/16㈰
9:00

古河市下大野2528
古河市中央運動公園イベント広場

12 72 八千代町 344.0 54 63 ７市３町
坂東市― ― ― ― ― ―

計
50 300
27 135

注1　日時は、開会式の開始時刻を示す。　注2　上段：ポンプ車　下段：小型ポンプ

第23回全国消防操法大会茨城県代表選考会結果
平成23年11月19日

順　位 消防団名 総合得点
所要時間

１線

優　勝 阿　見　町 160.5 45

敢闘賞

石　岡　市 156.0 50

城　里　町 154.5 53

那　珂　市 153.0 52

行　方　市 143.5 49

出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
選
手
及
び
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

か
に
建
っ
て
お
り
、
何
か
を
語
り

か
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し

た
。

　
誰
も
が
予
想
を
し
な
か
っ
た
大

津
波
に
よ
り
、避
難
中
の
車
ご
と
、

避
難
し
た
体
育
館
で
、
ま
た
暖
を

取
る
た
め
衣
服
を
取
り
に
自
宅
へ

戻
っ
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
、

消
防
団
員
に
つ
い
て
も
公
務
中
に

津
波
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
多
く

す
。

　
な
お
、
成
績
と
結
果
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
に
、
改
め

て
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
被
災
地
で
し
か
知
り
得
る
こ
と

の
で
き
な
い
生
々
し
い
悲
惨
な
光

景
を
実
際
に
目
で
見
、
耳
に
し
た

今
回
の
視
察
研
修
で
得
た
も
の
は

大
き
く
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に

お
い
て
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
防
災
の
弱
点

が
あ
ら
わ
と
な
っ
た
三
月
十
一
日

の
大
震
災
で
の
教
訓
を
生
か
し
、

防
災
に
携
わ
る
消
防
団
員
の
一
人

と
し
て
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
被
災
地
の
方
々
の
一

日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

と
応
援
テ

ン
ト
の
設

営
が
始
ま

り
ま
し

た
。

　
九
時
か

ら
の
開
会

式
は
、
選

手
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ

ン
を
考
慮

し
、
屋
内

訓
練
場
で

行
い
ま
し

た
。

す
と
と
も

に
、
阿
見

町
消
防
団

の
皆
様
の

ご
健
闘
を

お
祈
り
い

た
し
ま

　
県
北
支
部
消
防
連
絡
協
議
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
七
カ
月

余
り
が
過
ぎ
た
十
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
の
二
日
間
、
澤
畑
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
九
市
町
村
の
消

り
、
五
十
名
余
り

の
犠
牲
者
が
出
て

し
ま
っ
た
そ
う

で
、
当
時
は
消
火

活
動
を
行
う
に
も

水
が
な
く
、
高
台

に
設
け
ら
れ
て
い

た
防
火
水
槽
だ
け

が
唯
一
の
消
火
水

利
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
黒
く
焼
け
た

だ
れ
壁
面
が
煤
け

た
四
階
建
の
小
学

校
は
、
今
も
当
時

の
ま
ま
の
姿
で
静

　
平
成
二
十
一
年
か
ら
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
公
益

法
人
へ
の
移
行
に
つ
き
ま

し
て
、
平
成
二
十
三
年
十

月
二
十
五
日
に
公
益
法
人

の
移
行
認
定
を
受
け
、

十
一
月
一
日
か
ら
「
公
益

財
団
法
人
茨
城
県
消
防
協

会
」
と
し
て
新
た
に
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト



茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

パナソニック
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第三種郵便物認可　 第622号 ⑵平成23年12月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）

編 

集 

後 

記

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
、
本
号
に
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
茨
城
県
県
北
支
部
消
防
連

絡
協
議
会
の
担
当
者
の
方
に
お
礼

し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の

寄
稿
文
や
様
々
な
情
報
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　（
せ
）

○
園そ

の

部べ

　
正ま

さ

元も
と

（
七
十
）

　
元
　
城
里
町
常
北
消
防
団

　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
六
年
六
月

　
城
里
町
在
住

○
村む

ら

田た

　
百か

ず

德の
り

（
七
十
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
正
監

　
消
防
歴
　
三
十
八
年
五
月

　
日
立
市
在
住

○
遠え

ん

藤ど
う

　
利と

し

一い
ち

（
七
十
一
）

　
元
　
日
立
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
六
年
四
月

　
日
立
市
市
在
住

○
岡お

か

田だ

　
武た

け

夫お

（
七
十
一
）

　
元
　
つ
く
ば
市
消
防
団

　
那
珂
市
在
住

○
小こ

堀ぼ
り

　
義よ

し

明あ
き

（
七
十
二
）

　
元
　
鹿
嶋
市
第
二
消
防
団

　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
八
年
五
月

　
鹿
嶋
市
在
住

○
鈴す

ず

木き

　
孝た

か

司し

（
六
十
六
）

　
元
　
明
野
町
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
年
二
月

　
筑
西
市
在
住

○
寺て

ら

田だ

　
勝か

つ

男お

（
八
十
六
）

　
元
　
牛
久
町
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
三
年
五
月

　
牛
久
市
在
住

○
中な

か

井い

　
良り

ょ
う

治じ

（
六
十
五
）

　
元
　
桜
川
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
一
月
半

　
桜
川
市
在
住

○
荷は

す

見み

　
廣ひ

ろ

德の
り

（
七
十
三
）

　
元
　
里
美
村
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
五
年
九
月

　
常
陸
太
田
市
在
住

○
平ひ

ら

塚つ
か

　
基も

と
い

（
七
十
五
）

　
平
成
二
十
三
年
秋
の
叙
勲
・
褒

章
受
章
者
が
十
一
月
三
日
に
総
務

省
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
が

十
二
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

が
十
四
名
、
藍
綬
褒
章
が
一
名
、

合
計
二
十
七
名
の
皆
様
が
受
賞
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
一

月
八
日（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）、

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
十
一
月

十
一
日
（
日
比
谷
公
会
堂
）、
秋

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

○
相あ

い

川か
わ

　
善よ

し

德の
り

（
六
十
七
）

　
元
　
土
浦
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年
一
月

　
阿
見
町
在
住

○
飯い

い

田だ

　
雅ま

さ

男お

（
六
十
七
）

　
元
　
土
浦
市
　
消
防
正
監

　
消
防
歴
　
三
十
七
年
一
月
半

　
土
浦
市
在
住

○
五い

が
ら
し

十
嵐
　
四し

郎ろ
う

（
六
十
五
）

　
元
　
鹿
島
南
部
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
八
年

　
神
栖
市
在
住

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
六
月

　
水
戸
市
在
住

○
鈴す

ず

木き

　
實み

の
る

（
六
十
五
）

　
元
　
常
陸
大
宮
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
常
陸
太
田
市
在
住

○
辻つ

じ

生し
ょ
う

　
隆た

か
し

（
七
十
二
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
七
年
五
月

　
日
立
市
在
住

○
仲な

か

田た

　
寛ひ

ろ

之ゆ
き

（
六
十
五
）

　
元
　
北
茨
城
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
一
月

　
今
年
で
十
七
回
と
な
る
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
が
、
香
川
県

高
松
市
の
「
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き

ホ
ー
ル
」
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
女

性
消
防
団
員
や
消
防
団
幹
部
、
関

係
消
防
機
関
等
か
ら
約
三
千
人
が

参
加
、
本
県
で
は
常
総
市
・
取
手

市
・
牛
久
市
・
つ
く
ば
市
・
常
陸

大
宮
市
・
稲
敷
市
・
か
す
み
が
う

ら
市
・
大
子
町
・
美
浦
村
・
阿
見

町
・
河
内
町
・
利
根
町
の
女
性
消

防
団
員
と
、
今
後
女
性
消
防
団
員

の
結
成
を
予
定
し
て
い
る
水
戸
市

　
前
期
（
九
十
一
期
）
初
任
科

が
巣
立
っ
た
後
を
受
け
、
後
期

（
九
十
二
期
）
の
入
校
式
が
、
十

月
五
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
県

立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
県
内

十
二
消
防
本
部
か
ら
総
勢
四
十
八

名
の
学
生
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
は
、
入
校
生
紹
介
、
学
生

け
て
こ
ら
れ
た
学
生
諸
君
で
す

が
、
初
心
に
戻
り
、
こ
れ
か
ら
の

半
年
間
、
消
防
学
校
で
心
身
の
鍛

練
と
消
防
職
員
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
能
を
習
得
し
、
複
雑
多
様

化
す
る
各
種
災
害
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
職
員
と
し
て
巣
立
っ
て
い

け
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

秋の叙勲伝達式（ニッショーホール）

危険業務従事者叙勲伝達式（日比谷公会堂）

参加者による会場前での記念撮影

情報交流会会場にて

藍
綬
褒
章

平
成
二
十
三
年

秋
の
叙
勲
・
褒
章

石岡市消防団
大高団長ご夫妻

学生宣誓をする水戸市消防本部
大塚　卓也　消防士

第
十
七
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲 の

褒
章
が
十
一
月
十
五
日
（
ス
ク

ワ
ー
ル
麹
町
）
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施

さ
れ
、
同
日
の
午
後
に
は
、
皇
居

内
に
お
い
て
拝
謁
も
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た

る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、心
か

ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
以
下
、
順
不
動
に
て
受
章
者
の

略
歴
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（
　
）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

　
元
　
美
和
村
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
四
年

　
常
陸
大
宮
市
在
住

　
北
茨
城
市
在
住

○
成な

り

田た

　
勉つ

と
む

（
六
十
五
）

　
元
　
石
岡
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
七
年
一
月

　
石
岡
市
在
住

○
野の

田だ

　
定さ

だ

雄お

（
六
十
五
）

　
元
　
石
岡
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
月

　
石
岡
市
在
住

○
藤ふ

じ

田た

　
稔み

の
る

（
六
十
五
）

　
元
　
高
萩
・
日
立

　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
高
萩
市
在
住

○
松ま

つ

本も
と

　
裕ひ

ろ
し

（
七
十
一
）

　
元
　
ひ
た
ち
な
か
市

　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
年
七
月

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
伊い

藤と
う

　
實み

の
る

（
六
十
七
）

　
元
　
取
手
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
三
十
五
年
十
一
月

　
取
手
市
在
住

　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十

四
年
三
月

　
つ
く
ば
市
在
住

○
小お

川が
わ

　
一か

ず

男お

　（
七
十
九
）

　
元
　
東
海
村
消

防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十

三
年
一
月
半

　
東
海
村
在
住

○
木き

内う
ち

　
正ま

さ

勝か
つ

　（
六
十
七
）

　
元
　
瓜
連
町
消

防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十

八
年
一
月

○
大お

お

塚つ
か

　
春は

る

夫お

　

（
七
十
）

　
元
　
日
立
市
　

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十

一
年
五
月

　
日
立
市
在
住

○
小お

沼ぬ
ま

　
農の

夫ぶ

也や

　（
六
十
五
）

　
元
　
鹿
島
南
部

　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
三
十

八
年

　
行
方
市
在
住

○
兼か

ね

山や
ま

　
浩ひ

ろ
し

　（
六
十
五
）

　
元
　
水
戸
市
　

○
大お

お

高た
か

　
曻の

ぼ
る

（
六
十
三
）

　
現
　
石
岡
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
〇
月
半

　
石
岡
市
在
住

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性

化
香
川
大
会
に
本
県
か
ら

五
十
四
名
が
参
加

県
立
消
防
学
校

初
任
科（
後
期
）入
校
式

消
防
団
等
併
せ
て
五
十
四
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
高
松
市
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
と
高
松
市
役
所
吹
奏
楽
団
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
開
幕
し
、
式
典
に
続
き
四
名
の

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
活
動
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昼
食
休
憩
を
挟
ん
だ
午
後
の
部

は
、
三
団
体
に
よ
る
火
災
予
防
啓

発
劇
が
演
じ
ら
れ
、
そ
の
後
「
語

り
は
心
の
絵
画
～
語
り
伝
え
る
防

災
の
心
」
と
題
し
、
語
り
部
・
か

た
り
す
と
平
野
啓
子
氏
に
よ
る
記

念
講
演
が
あ
り
、締
め
括
り
は「
女

性
消
防
団
員
活
動
の
発
展
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
高
松
駅
前
の

「
全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
」
に
移
し
て
情
報
交
流
会
が
あ

り
、
参
加
し
た
本
県
女
性
消
防
団

員
は
、
大
会
で
は
聞
け
な
か
っ
た

活
動
事
例
や
苦
労
話
な
ど
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
に
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
十
一
月
十
六
日
～
十

七
日
に
か
け
て
秋
田
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
是
非
多
く
の
女
性

消
防
団
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宣
誓
に
続

き
、
式
辞

（
岩
島
学
校

長
）、
知
事

告
示
（
大
高

消
防
防
災
課

長
）
が
あ
り

ま
し
た
。

　
既
に
半
年

間
、
各
消
防

本
部
に
お
い

て
先
輩
方
か

ら
指
導
を
受


